
1 基本情報

2 利用状況を把握するための指標 3 令和３年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　　 　付 　　　金 -

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

事件・事故の発生に対する環境整備や見直しの成果につ
いて検証を進めること。

リスクマネジメント会議や各部署会議を中心として、実際の様子や
状況を再度確認・検証を進めています。特に誤薬事故については、
全職員で日課とマニュアルの整合性を比較し、マニュアルの有効
性を検証しました。その中で、問題・課題となっていることを職員間
で情報共有し、日課見直し会議やサービス管理システム会議にて
検討・調整を行い、改善したマニュアルの履行徹底に努めました。

ウィズコロナ対策の検討を行うこと。

看護師を中心とした感染対策の徹底とともに、必要な物品の購入・補充を
実施しました。また、非常時の緊急対応（BCP）の作成・見直しを実施しまし
た。利用者の処遇については、外出・面会・ボランティア来園等がなくなり、
活動が減っているため、行事企画や活動方法の内容を工夫し、少しでも楽
しんでいただけるよう努めていきます。

人   件   費 191,170

施設管理費 21,018

そ   の   他 57,427

差   　　　　　　  引 21,671

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 291,286

利 用 料 金 289,618
Ｒ１ 1,368

指定管理料 0
Ｒ２ 1,602

そ   の   他 1,668
Ｒ３ 1,315

支  出  計 269,615

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号）（以下「障
害者総合支援法」という。）第５条第１１項の規定により、身体障害者につき施設入所支援を行うととも
に、施設入所支援以外の施設障害福祉サービスを行う業務。
・障害者総合支援法第第５条第８項に規定する短期入所（精神保健及び精神障害者福祉に関する法律
第５条に規定する精神障害者に係るものを除く。）を行う業務。
・施設の管理に関すること。
・その他仕様書に定めること。

令和３年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部　障害福祉課

評価対象期間 R3.4.1 　 ～　R4.3.31 

指 定 管 理 者

名     称 社会福祉法人岐阜県福祉事業団

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市下奈良２丁目２番１号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県立三光園

所 在 地 山県市大桑３６０６

R3.4.1 ～ R8.3.31
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・協定書に定めるサービス水準を満たし、適切に管理されている。
・人材育成の研修をコロナ禍においても充実されている。
・事故対策の強化を行っている。
・コロナ禍においても収支は安定している。
・コロナ禍においても利用者の豊かな生活づくりに努めている。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.0 ・転落事故への対応（機能の追加、ベルトによる姿勢保持）等を随時行った。
・投薬ミスへの対応（チェックリスト等）をさらに徹底して取り組むこと。

経営状況 3.2 ・コロナ禍においても収支は安定している。

派生的効果 2.8
・コロナ禍においても利用者の豊かな生活づくりに努めている。
・アフターコロナに向けて地域社会との連携強化、ボランティア等の開発に努め
てほしい。
・生活の質は数値では測れないので具体的な事例の記述があると良い。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点

(平均点)
評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.2
・人材育成の研修をコロナ禍においても充実されている。
・利用者の権利擁護に関する研修がなされている。
・「お一人おひとりの思いに寄り添う」という理念、「本人が望む生活の実現」とい
う基本方針を実現できるよう追及してほしい。

設置目的の充足状況 3.0
・日本の施設は業務優先体制で、その中で真の利用者優先を取り組むには現
状で何ができるか触れていただきたい。生活者として生活すること、利用者の満
足が得られるにはなにができるか記述いただけると良い。


